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新たに「近代技術」の性格を「天然的自然の限界からの解放」と再定義する。Werner Sombart, Die 
Zähmung der Technik, Berlin, 193, p. 10. W・ゾンバルト「技術の馴致」『技術論』阿閉吉男訳，科
学主義工業社，1941年，14頁。
２ Sigfried Giedion, Space, Time and Architecture: The Growth of a New Tradition, Cambridge, 1941; 










４ Quoted in Giedion, op. cit., p. 214. ギーディオン，前掲書，229頁に引用。
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ベンヤミン『パサージュ論Ⅲ』今村仁司・三島憲一他訳，岩波書店，1994年，84頁。
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図１　ジョゼフ・パクストン
　　　《クリスタル・パレス（外観）》1851年
図５　サン・ラザール駅（内観）
　　　2006年８月28日　筆者撮影
図２　クリスタル・パレス（内観）
　　　イラストレイテッド・ロンドン・ニュース挿図　1851年
図７　クロード・モネ
　　　《サン・ラザール駅，列車の到着》1877年
図６　クロード・モネ
　　　《サン・ラザール駅》1877年
図４　カミーユ・ピサロ
　　《クリスタル・パレス》1871年
図10　クロード・モネ
　　　《サン・ラザール駅，ノルマンディーから
の列車》1877年
図９　クロード・モネ
　　　《サン・ラザール駅》1877年
図８　クロード・モネ
　　　《サン・ラザール駅内部の素描》1877年
図３　ジョゼフ・マロード・ウィリアム・ターナー
　　　《シンプロン峠》1840年頃
